
　　　　　０９道本部総合政策局第１８５号
２００９年２月５日
各　地本・単組・総支部　委員長
自治労北海道本部　　　　　
　　　　　　　　　執行委員長　三浦　正道
泊原発３号機でのプルサーマル計画に反対するハガキ送付行動の取組について
　日頃のご健闘に心からの敬意を表します。

　さて、泊原発３号機でのプルサーマル計画に反対するとりくみについては、団体署名や打電行動などの各種とりくみをお願いしているところです。北海道が、プルサーマル計画の是非について判断する前提となる地元４町村の動向は、すでに泊村、神恵内村の議会が容認を決定しているものの、岩内町と共和町では継続して議論が進められています。岩内町、共和町においては、２月中旬頃までには原発問題特別委員会を開催し、最終的な結論を得る見通しとなっていることなど極めて重要な局面を迎えています。
このような状況から、道フォーラムは、地元後志フォーラムとの協議の結果、緊急ハガキ送付行動を行うこととしました。
道本部としても運動の趣旨を理解し、時間のない中でのとりくみとなりますが、各地本・単組・総支部におかれましては最大限の取り組みを行うようによろしくお願い致します。
記

泊原発３号機でのプルサーマル計画に反対するハガキ送付行動

１、あて先

　　（１）北海道知事　高橋　はるみ　宛

　　　　　住所　〒０６０—８５８８　北海道知事宛

　　（２）岩内町議会　議長　宮越　進　宛

　　　　　　　　　　　原子力発電所問題特別委員会委員長　　永井　明　宛

　　　　住所　　　〒０４５—８５５５　北海道岩内郡岩内町清住２５８
　　（３）共和町議会　議長　　井田一則　宛

　　　　　　　　　　　原子力発電所対策特別委員会委員長　五百蔵　基正（いおろい　もとまさ）宛
　　　　住所　　　〒０４８—２２９２　北海道岩内郡共和町南幌似３８−２
· 岩内町議会、共和町議会については、それぞれ連名にして下さい。

２、取り組み期間

２月１６日（月）までとしますが、岩内町、共和町に関しては可能な限り早急な対応をお願いします。

３、ハガキの記入方法

別紙のハガキの見本を参考にして、表面には自分の名前、住所、裏面にプルサーマル反対の声を書き込んで下さい。
４、要請枚数

　　町村職　１２枚、公共民間　３枚、都市職　２１枚、全道庁総支部　３０枚
　　①送付先３カ所を合計した枚数です。可能な限りそれを上回る枚数のハガキ送付をお願いします。
②各単組・総支部の基本組織・青年部・女性部等の執行部を中心に取り組んで下さい。
　　③ハカギについては各単組・総支部の負担とさせていただきます。
５、取り組み報告

　　道本部政治部まで別記報告書にてＦＡＸ送信して下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

	


道本部政治部行き　ＦＡＸ　０１１－７００－２０５３

プルサーマル計画に反対するハガキ送付行動の取り組み報告書

地本・単組・総支部名【　　　　　　　　　　　】

取り組み枚数【　　　　　　　　　枚】

泊原発３号機でのプルサーマル計画に反対する声を高橋知事と地元に届けよう！

　　　＜知事宛表面記入例＞　　　　　　　　　　　　＜岩内町議会宛表面記入例＞

　　＜共和町議会宛表面記入例＞　　　　　　　　　　　＜裏面記入例（３カ所共通）＞
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　泊３号機でのプルサーマル計画は、危険な実験と言われ、使用済のMOX燃料が発電所内に何十年間にわたって放置されるなど極めて問題のあるものです。


　万一、事故が起こった際は、泊村だけではなく、後志管内の他の市町村や札幌市など北海道全体に被害がおよぶと言われており、私たちの不安は増大するばかりです。


　私たちは、プルサーマル計画が必要であるとも、安全とも思いません。北海道の豊かな自然を後生に残すためにも、貴職がプルサーマル計画に同意しないことを要請します。�
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